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本研究では森林源流域における出水時の溶存態 Cs-137 濃度上昇の要因を渓流水,地下水,リター通過水のサン

プリングと溶存無機イオン,溶存有機炭素の測定を行うことで明らかにすることを目的とした。出水ピーク後

K+は 4 時間で濃度が低下したが DOC は 12 時間後も平水時の 2 倍程度の濃度であったことから Cs-137 濃度

上昇の要因としてイオン交換よりも有機物からの溶出の影響が大きいことが示唆された。 
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1. 緒言 

福島原発事故により放出された放射性物質は陸域において 72％が森林に沈着した。河川では溶存態 Cs-137

がK+とのイオン交換や有機物分解によって形成されK+,DOC濃度と正の相関関係が見られるといった報告が

複数ある[1]。また森林源流域においては溶存態 Cs-137 濃度が出水時に上昇することが観測されておりその

要因としてリターからの溶出が考えられている[2]。 

2. 目的と手法 

本研究では福島県川俣町山木屋地区の世戸八山流域において渓流水,地下水,リター通過水のサンプリング

を行い溶存態 Cs-137,溶存無機イオン,溶存有機炭素(DOC)を測定することで森林源流域においてリターが溶

存態 Cs-137 流出に及ぼす影響を調査した。 

3. 結論 

2023/9/7 と 2024/3/29 の出水時にサンプリングを行った。2023 年は総雨量 60mm の降雨があった翌日に

サンプリングを行い平水時流量が 0.25L/s であるのに対し 3L/s まで流量が増加した。このイベントでは Cs-

137,DOC濃度が平水時平均の 2倍に上昇していた一方でK+濃度は平水時と同程度であった。2024年は 45mm

の降雨があり流量が 1.5L/s まで上昇した。Cs-137, K+,DOC 濃度すべてが流量ピーク時に最大となった。その

後 K+濃度はピーク後 4 時間で平水時と同程度まで低下したが DOC 濃度は 12 時間経過後も平水時より高い

値であった。このことはリター溶出で形成された DOC 濃度の高い渓流水が降雨終了後も流出していること

を示しており溶存態 Cs-137 の起源としてイオン交換よりもリター溶出の影響が大きいことを示唆している。 
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